
二
〇
一
一
年
五
月
十
三
日

原
発
の
危
険
に
反
対
す
る
鹿
児
島
県
連
絡
会

代

表

井
上

森
雄

鹿
児
島
県
知
事

伊
藤

祐
一
郎

殿

原
発
依
存
や
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
を
求
め
る
申
し
入
れ

三
月
十
一
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
９
．
０
と
い
う
一
九
〇
〇
年
以
降
、
世
界
で
四
番
目
に
大
き
な
地
震
（
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
、
最
大
震
度
７
〈
宮
城
県
北
部
〉
）
が
起
こ
り
、
多
く
の
人
び
と
が
被
災
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
巨
大
な
津

波
が
非
常
に
広
い
地
域
一
帯
を
の
み
こ
み
、
全
て
を
破
壊
し
、
押
し
流
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
原
発
事
故
が
発
生
し
、
地
震
、

津
波
、
原
発
の
三
重
災
害
に
多
く
の
住
民
は
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
加
え
て
県
境
を
遥
か
に
超
え
て
、
農
林
水
産
物
の
出
荷
制

限
や
風
評
被
害
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
奪
い
、
放
射
能
で
汚
染
し
、
原
発
事
故
に
な
ん
ら
責
任
の
な
い
多
数
の

国
民
を
苦
し
め
て
い
る
の
は
誰
か
、
今
、
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
、
国
際
的
原
子
力
事
象
評
価
尺
度
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
＝
イ
ネ
ス
）
に
よ
る
福
島
原
発
事

故
の
重
大
さ
を
三
月
十
五
日
の
時
点
で
は
、
米
・
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
（
一
九
七
九
年
）
と
同
じ
〝
レ
ベ
ル
５
〟
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
十
二
日
に
は
広
い
範
囲
で
の
人
の
健
康
や
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
大
量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、
旧
ソ
連
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
（
一
九
八
六
年
）
と
同
じ
〝
レ
ベ
ル
７
〟
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

「
日
本
の
原
発
は
大
丈
夫
だ
」
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
原
発
を
推
進
し
、
過
酷
事
故
に
対
す
る
備
え
を
怠
っ
て
き
た
歴
代
政

府
と
電
力
会
社
の
責
任
は
重
大
で
す
。
福
島
原
発
の
事
故
は
想
定
外
の
自
然
災
害
で
は
な
く
、
人
災
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、

国
民
に
謝
罪
す
べ
き
で
す
。
同
時
に
、
そ
の
国
い
い
な
り
に
、
川
内
原
発
の
新
設
・
増
設
に
「
同
意
」
を
重
ね
て
き
た
県
の

責
任
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
の
原
発
の
技
術
は
、
本
質
的
に
未
完
成
で
危
険
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
す
。
冷
却
水
が
無
く
な
る
と
炉
心
が
溶
け
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
に
な
り
、
放
射
能
を
ま
き
ち
ら
し
、
大
災
害
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
放
射
性
廃
棄
物
を
処
理
す
る
方
法
も

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
原
発
の
危
険
性
が
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
新
た
な
原
発
を
、
川
内
原
発
３
号
機
を

は
じ
め
１４
基
も
つ
く
る
と
い
う
、
無
謀
な
原
発
建
設
計
画
は
す
べ
て
中
止
し
、
新
し
い
基
準
に
も
と
づ
き
、
新
し
い
規
制
機

関
の
も
と
で
総
点
検
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
原
発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、
社
会
の
あ
り
方
と
し
て
、「
大
量
生
産
、
大
量

消
費
、
大
量
廃
棄
」
、
い
わ
ゆ
る
「
２４
時
間
型
社
会
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
社
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
低
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
へ
の
転
換
を
は
か
る
べ
き
で
す
。

以
上
の
趣
旨
に
も
と
づ
き
、
貴
職
が
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
対
処
さ
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
申
し
入
れ
ま
す
。

記

一
、

川
内
原
発
三
号
機
増
設
に
係
る
重
要
電
源
開
発
地
点
の
指
定
に
つ
い
て
の
知
事
の
「
同
意
」
を
直
ち
に
撤
回
す
る
こ

と
。

一
、

九
州
電
力
に
川
内
原
発
三
号
機
の
設
置
変
更
許
可
申
請
の
取
り
下
げ
を
求
め
る
こ
と
。

一
、

福
島
原
発
事
故
の
検
証
を
待
た
ず
、
県
独
自
の
安
全
基
準
を
確
立
し
、
川
内
原
発
１
・
２
号
機
の
安
全
性
を
総
点
検
す

る
こ
と
。
（
例
、
耐
震
基
準
の
見
直
し
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
検
証
な
ど
）

一
、

過
酷
事
故
を
想
定
し
た
防
災
対
策
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
台
風
や
地
震
に
よ
る
複
合
災
害
を
想
定
し
た
県
の
防
災
計

画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
（
例
、
三
月
十
五
日
申
し
入
れ
事
項
）

一
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
へ
の
転
換
を
は
か
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
自
治
体
の
地
域
づ

く
り
に
位
置
づ
け
、
主
要
な
公
共
機
関
や
病
院
・
大
企
業
に
は
、
九
州
電
力
か
ら
の
電
力
が
断
た
れ
て
も
、
機
能
を
喪

失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
家
発
電
設
備
な
ど
促
進
し
て
い
く
こ
と
。

一
、

食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
地
域
社
会
に
欠
か
せ
な
い
戦
略
物
質
は
地
域
内
で
自
給
で
き
る
よ
う
、
産
業
構
造
の
転
換
と

強
化
を
図
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
分
野
で
、
農
林
漁
業
者
を
は
じ
め
、
県
内
中
小
業
者
の
力
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
育
成
・
支
援
を
す
る
こ
と
。

以

上


